
  

マジシャンが指を鳴らした大ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

大
阪
経
済
大
学
主
催
の
こ
の
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
３
年
生
が

国
語
表
現
の
時
間
を
使
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
応
募
総
数

２
９
，
５
６
４
作
品
の
中
か
ら
、
９
０
作
品
に
贈
ら
れ
た
奨
励
賞
に
、

大
石
雛
子
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
！ 

 

 

「
あ
ん
た
ほ
ん
と
兄
ち
ゃ
ん
に
反
抗
ば
っ
か
し
と
る
ね
。」 

…
そ
う
だ
ね
。
他
に
や
る
こ
と
な
い
か
ら
ね
。 

「
あ
ん
た
ほ
ん
と
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
悪
い
ね
。」 

…
そ
う
だ
ね
。
一
方
的
に
嫌
わ
れ
と
る
だ
け
だ
け
ど
。 

「
あ
ん
た
ほ
ん
と
兄
ち
ゃ
ん
に
ボ
ー
ル
ぶ
つ
け
る
よ
ね
。」 

…
そ
う
だ
ね
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
“
コ
”
の
字
も
な
い
の
に
ね
。 

「
あ
ん
た
ほ
ん
と
姉
ち
ゃ
ん
に
い
じ
ら
れ
て
ば
っ
か
だ
ね
。」 

…
そ
う
だ
ね
。
パ
シ
リ
で
し
か
な
い
、
う
ち
（
私
）
の
立
場
よ
。 

「
あ
ん
た
ほ
ん
と
姉
ち
ゃ
ん
に
電
話
ば
っ
か
し
と
る
ね
。」 

…
そ
う
だ
ね
。
た
ま
に
は
グ
チ
聞
い
ち
ゃ
ら
ん
と
ね
。 

「
あ
ん
た
最
近
ほ
ん
と
兄
ち
ゃ
ん
と
ド
ラ
イ
ブ
ば
っ
か
行
っ
と
ら
ん
？
」 

…
そ
う
だ
ね
。
明
日
私
テ
ス
ト
な
の
に
ね
。 

「
あ
ん
た
今
度
の
休
み
何
す
る
ん
？
」 

…
あ
、
そ
う
だ
。
兄
ち
ゃ
ん
姉
ち
ゃ
ん
と
ご
飯
行
く
ん
だ
っ
た
。 

「
あ
ん
た
ほ
ん
と
、
兄
ち
ゃ
ん
姉
ち
ゃ
ん
好
き
だ
ね
。」 

「
ま
ぁ
、
そ
う
だ
ね
。」 

高校生が参加する「第１６回全国高校連歌選手権大会」通称

「連歌甲子園」は、課題の２つの【前句】に対して【付句】を

考えるというものです。 

全国から寄せられた６９３点の付句の中から、どちらの課題

の大賞（１位）にも飯南高校生の作品が選ばれました！！優秀

賞にも飯南高校生３名の作品が入賞しています。 

・
・
・
そ
う
だ
ね 

 

雛
子
さ
ん 

まえく つけく 

１年生の書道選択者が授業中に取り組んだ作品

を「全高書研中国地区高等学校生徒書道展」に出品

したところ、洞ノ上朱夏さんの作品が会長賞を受

賞しました！その他、１２名の生徒が、特選・金賞・

銀賞・銅賞を受賞しています。 

また、書道を教えてくださっている加本智昭先

生は、「第６０回全国硬筆作品展覧会」の高校・一

般の部で、最優秀賞に当たる文部科学大臣賞を受

賞されました。おめで 

とうございます！ 

飯南高校生の様々な作品が高く評価され、

たくさんの賞を獲得しています！ 

その他の作品や受賞

者は本校のホームペー

ジで紹介していますの

で、ぜひご覧ください！ 

洞
ノ
上 朱

夏
さ
ん 

桑原 央さん 

字余りだろうか 字足らずだろうか 

鹿田 実永さん 

大
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 こんにちは！新生徒会長の岡野蓮で

す。僕は、昨年度後期から生徒会執行部で

議長として活動させていただきました。

その経験や反省を踏まえて新生徒会には

もちろん、全校生徒に働きかけていきた

いです。 

 今回の新生徒会は、前期メンバー９人

中、７人が新たなメンバーとなりました。

まだまだ不安なところもありますが、全

校生徒のために一人一人頑張っていきま

すので、１年間よろしくお願いします。 

 １０月～１１月にかけて、飯南町や美郷町では

各地区の宮に『はやしこ』が奉納されます。地域の

多くの方が支えるこの伝統行事に、飯南高校生も

多数参加しています。 

 地域の方は、「地域の伝統行事に参加すること

で、世代を超えた地域の人とのかかわりや文化継

承の大切さを感じてほしい。」という思いを持って

おられます。本校では、『はやしこ』を地域学習の

一環と捉えており、生徒たちは公欠扱いで参加し

ています。 

 また、ホストファミリーの方に週末の祭りにお

誘いいただき、県外の寮生７人がはやしこに参加

しました。町民の方々との関わりの中で、伝統芸能

を肌で感じ、地域理解を深めることができました。

ありがとうございました。 

飯南ジョブフェアは、飯南町内・近隣の事業所の

方々にお越しいただき、企業の魅力を知ることで、地

域理解や地域貢献の意欲を養うこと、進路選択の一

助とすることを目的に、３年前から開催しています。

今回は１７事業所に加え、Ｕターン・Ｉターン等で町

内で働く４名の方にもご協力いただき、過去最高の

ブース数になりました。 

生徒たちは２５分ずつ、合わせて４つのブースを

回り、会社の概要や働く意義等の話を聞きました。自

分の目指す分野の話でなくても、仕事のやりがいや

仕事に就いた理由、今大切にしてほしいことなどの

高校生へのメッセージも込められており、様々な視

点で職業をとらえることができました。 

 毎年、１２月１日の世界エイズデーに合わせて、

２年生を対象にエイズ出張講座を行っています。今

年は、雲南保健所より柳樂真佐実先生にお越しいた

だきました。柳樂先生は、エイズについての理解を

深められるように、 

月経、出産感染の割 

合、性の多様性など、 

様々な方面から話を 

してくださいました。 

■生徒会執行部■ 
 

【会 長】岡野   蓮 

【副会長】片地  穂香 

     長谷川 里央 

来ていただいた方々の熱い思いを聞き、「飯南町で

就職するという選択肢もできた。」という生徒が多く

いました。「どの方も飯南町のために、よりよくする

にはどうしたらいいかと考えて働いておられ、飯南

町愛を感じた。」という感想もありました。また、「改

めて介護士になりたいと思った。勉強して、飯南町

に帰ってきて貢献したい。」と決意を強くした生徒も

いました。２年生は、「１年生の時よりも進路に対し

て深く考えることができた。」と感じたようで、昨年

度の飯南ジョブフェアの時と比べて、進路に対して

より具体的に考えていることが伺えました。 

たくさんの刺激を受け、目指している職業、その

他の職業についても視野を広げることができた進路

学習となりました。 

【会 計】熊代 剛琉 

     深石  樹 

【書 記】奥野 佳穂 

     藤原 玲音 

【議 長】片石 桃花 

     長田 遊学 

本校は、平成２８年度・２９年度の２年間、島根県

の人権・同和教育研究指定校になっています。１１月

２日には県の人権・同和教育発表会に参加し、研究指

定校として発表を行いました。 

また、研究指定校の取組の一つとして、人権週間を

人権月間（11/6～12/8）として、長期的な取組を行い

ました。人権意識を高められるように、人権だより『つ

ながり』を毎週発行したりポスター掲示をしたりして

啓発活動を行い、１２月１日には各クラスでホームル

ーム活動を行いました。１年生は「言葉を大切にした

人間関係づくり」、２年生は「同和問題の歴史から学

ぶ」、３年生は「結婚差別に学ぶ」を主題とし、しっか

りと考える時間を設けました。 

生徒からは、「自分の発言が相手を傷つけていない

か、その言葉が誰のためになるのかをしっかりと考え

ていきたい。」「自分らしく生きていることに誇りを持

っていきたいと思った。」「人権問題を自分が理解する

ことも大切だが、自分だけでなく、家族や周りの人に

も理解してもらえるように“伝えること”が重要だと

学んだ。」などの感想があり、それぞれの学年による学

びを感じました。 

生徒・教職員みんながお互いの人権を大切にし、学

校全体がよりよいものになっていくように引き続き

取り組んでいきたいと思います。 

「はやしこだけでなく、 

色々なことに参加してで 

きるだけこの飯南町を活気づけられるようにし

ていきたいと思った。自分の町に誇りが持てる

ように、このはやしこに誇りを持って、これから

も参加していきたいと思った。」 

「同じ高校生でも、このような経験をする人は

少ないと思うので、本当に貴重な経験であるし、

次の世代の子どもたちにもこのすばらしい伝統

が受け継がれるといいなと思う。人のぬくもり

に直接触れることができるこの環境は、恵まれ

た環境だと改めて気づかされた。」 

 生徒からは、「保健の授業でエイズやＨＩＶのこと

を学んで分かったつもりでいたが、まだまだ知らな

いことがたくさんあった。」「自分に全く関係ない病

気ではないと分かったので、他人ごとにせず、まず

自分が意識して行動しないといけないと思った。」と

いう感想がありました。 

正しい知識を持っていれば予防できる病気だとい

うことを学んだので、感染予防の意識を高め、自分

はもちろん、相手のことも考えられるようになって

ほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度島根県高文連自然科学部門 研究発表会 

部員５人で「納豆菌の微生物に対する影響」について

研究、発表しました。結果は優良賞でした。本校自然科

学部としては、数年ぶりの研究発表でしたが、自信を持

って堂々と発表することができ、良い経験になりまし

た。審査員からの質問に対しても、きちんとメモを取

り、的確に答えていて、他校の先生からも高く評価され

ていました。来年につなげていきたいと思います。 

５日（金）夕方 開寮 

９日（火）始業式 

１２日（金）３年生学年末試験（～１６日） 

１３日（土）センター試験（～１４日） 

１７日（水）３年生家庭学習期間（～２／２７） 

２３日（火）中高一貫特別選抜及び推薦選抜 

２４日（水）３年生出校日 

２９日（月）２年生スキー研修 

３０日（火）１年生地域医療を考える 

３１日（水）３年生出校日 

島根県高等学校バレーボール選手権大会 

【１回戦】飯南 ２－０ 出雲西 

【２回戦】飯南 ０－２ 石見智翠館 

平成２９年度島根県高等学校新人ハンドボール大会 

【１回戦】飯南 ２３－１３ 松江高専 

【準決勝】飯南 １８－１６ 松江東 

【決 勝】飯南 １１－３８ 江津 

第２１回島根県高等学校総合文化祭放送部門

松江地区大会 

【アナウンス部門】高田 侑奈 

         栗川 優花  ５位 

第１１回中国高等学校新人テニス大会 

【女子シングルス】内川夏々子 

 １回戦 飯南 ０－６ 下関西 

この結果、上記２名が１２月１４日に

開催される 

その他、オーディオ・ピクチャー部門

にも出品予定です。 

 学校だより月根尾１２月号 平成２９年１２月１８日発行     島根県立飯南高校 h t t p : / / i i n a n . e d . j p / 

第３８回山陰選抜ハンドボール選手権大会 

飯南（島根２位）１４－３０ 境（鳥取１位）  


